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京都大学防災研究所に
「宮崎地殻変動観測所」として設置される

観測坑道を用いた地殻変動・地震観測を開始
後に九州東・南部地域に観測網を拡大する

防災研究所に
「地震予知研究センター」が設置されたのに伴い、
同センターの「宮崎観測所」となる

宮崎観測所で管理する主な観測点

宮崎観測所は、京都大学の遠隔地施設のひとつです。
地震が頻繁に発生する日向灘や多数の火山が分布する南九州でのさまざまな観測を通じて、

地震や地殻変動に関する研究を推進するとともに、京都大学の学部・大学院教育にも参画しています。

〒889-2161 宮崎県宮崎市加江田3884
TEL：0985-65-1161　 FAX：0985-55-4005
E-MAIL：myzobs@rcep.dpri.kyoto-u.ac.jp
WEB：https://u.kyoto-u.jp/myzobs
ACCESS： JR日南線『運動公園前』駅から徒歩約30分、

もしくは『曽山寺』駅から徒歩約25分
　　　　宮崎空港から車で約20分

京都大学 防災研究所 附属地震予知研究センター

宮 崎 観 測 所

京都大学 防災研究所 附属地震予知研究センター

宮 崎 観 測 所
南九州地震観測4

図７図６ 南九州地域の地震観測点とリニアアレイ
（MA：宮崎－阿久根測線、MS：宮崎－桜
島測線）

宮崎－阿久根側線（MA）におけるレシーバ関数イメージ
白丸：低周波地震、黒丸：通常の地震。CM：島弧の大陸モホ面、
OM：フィリピン海プレート内の海洋モホ面。

日向灘から南九州下に沈み込んでいるフィリピン海プレートの形状や南九州下の地震波速度構造を推定し、日向
灘で発生する地震の発生過程や霧島火山・桜島火山の噴火プロセスの解明に寄与するため、宮崎－阿久根測線と
宮崎－桜島測線でのリニアアレイ観測を2010年から2018年まで行いました（図６）。レシーバ関数（RF）解析の暫
定的な結果（図７）から、島弧の大陸モホ面（CM）とフィリピン海プレート内の海洋モホ面（OM）の形状を読み取るこ
とができます。また、霧島火山の下の低周波地震（白丸）の発生域は濃い青のイメージであり、低速度層であることか
ら、火山活動に関係する流体が存在していると考えられます。

アウトリーチ活動（京大ウィークス）５
宮崎観測所では、京都大学の隔地施設公開イベントである「京大ウィークス」に参加しており、毎年10月～11月

頃に公開講座と施設の一般公開を実施しています。また、京大ウィークス開催時以外にも、地域の自主防災組織の
研修などの一環で施設見学や講演などの希望があれば可能な範囲で対応しています。
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写真４ 2018年京大ウィークス時の様子。ミニ講演、坑道・施設内見学、実験等を実施しました。
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横穴式地殻変動連続観測

写真１ 地殻変動連続観測用トンネルの内部（宮崎観測所）

図１ 鹿児島県吉松町伊佐における地殻変動連続観測で
捉えられた2011年霧島山・新燃岳噴火前後の大地
の伸び縮みの時間変化

写真3 観測船から投入される海底地震計

写真2 GNSS観測点
（宮崎市赤江）

図２

1 スロー地震 ＆ 海底観測3
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九州南部におけるGNSS観測点分布と観測
された地殻変動。赤丸は宮崎観測所の観測
点位置（2019年6月現在）を示し、矢印は
2018年5月からの1年間の水平地殻変動

（国土地理院などの他機関の観測点を含む）
を表す。 図４ 日向灘で発生したM7級のプレート境界地震 図５ 2019年5月10日M6.3の地震による地殻変動

　宮崎観測所では、陸上からの地震・地殻変動観測に加え、他研究機関と協力し、日向灘を中心に様々な海域で自己浮上式
海底観測機器（写真3）を用いた海底直上観測による研究を行っています。近年、海底直上観測によって、スロー地震の1つ
浅部低周波微動が日向灘で観測され（図３）、プレート境界浅部のスロー地震活動の詳細が明らかになりつつあります。ス
ロー地震は通常の地震より断層がゆっくりとすべる現象の総称で、直接被害を及ぼすことはありませんが、海溝型巨大地震
発生域の周辺で発生しており、巨大地震との関係が注目されています。特に、プレート境界浅部のスロー地震は、巨大地震に
伴う津波の発生にも関係があると考えられています。日向灘はスロー地震活動が活発な地域の1つであり、宮崎観測所は日
向灘のスロー地震研究を行う上での拠点としても機能しています。

　日向灘は地震活動が活発な地域として知られており、地震活動の特徴から大きく分けると日向灘南部（宮崎市沖）と北部（延岡
市沖）に分けられます（図4）。南部には、30～35年間隔でM7級のプレート境界地震が繰り返している領域があります。2019年
5月10日には、1996年の地震以来最大のM6.3のプレート境界地震（最大震度5弱）が宮崎観測所の沖合約50kmの場所で発
生し、最大で約1cmの地殻変動が観測されました（図5）。この地震は、M7級地震の震源域の一部を破壊したと考えられますが、
まだ大部分のエネルギーは蓄えられたままであり、近い将来M7級のプレート境界地震が同じ場所で発生するとみています。
　また、北部にはこの100年では日向灘で最大規模の1968年日向灘地震（M7.5）の震源域があります。繰り返しの履歴は不明
ですが、すでに50年以上が経過しており、いずれ同程度の地震が再び起こると考えられています。

2013年に観測された日向灘浅部低周波微動の震央分布
（Yamashita et al., 2015 Scienceを一部改変）。丸が震央で、
色は発生時間を示しています。紫色の四角は海底観測点を示し
ています。スロー地震は、通常の地震活動が見られる領域より、
さらに海溝軸側で活動していることが明らかになりました。

図３

　GNSSとは、人工衛星からの電波を受信して自分の地球上での位置を
正確に知ることができるシステムの総称で、アメリカのGPSやロシアの
GLONASS、日本の準天頂衛星システムなどが代表例です。宮崎観測所で
は、日向灘沿岸を中心とした地域に、カーナビなどに使われているものに比べて
高性能な受信機を備えたGNSS観測点を設置して、数mmの精度で地
殻変動を観測しています（写真２）。
　このような独自の観測点と既存観測
点のデータを統合処理して得られた
地殻変動観測データを用いて、日向灘
で発生する海溝型地震やスロー地震、
九州南部のひずみ集中帯と内陸地震に
関する研究を行っています（図２）。

　横穴式地殻変動連続観測とは、気象条件の影響を受けにくいトンネルの内部（写真１）に設置した計測器を用いて地面の
伸び縮みを高い分解能で測ることです。1960年代には、この観測によって地震発生直前の地面の伸び縮みをとらえて地震
を予知することができると期待されていました。近年の研究により、現状ではこうした方法による地震予知は不可能であると
考えられるようになりましたが、地殻変動連続観測の分解能は現在でも他の観測より高いため、地震・火山噴火などの際に
は重要なデータをもたらします。2011年1月や2018年3月に霧島山・新燃岳が噴火した際には、地下のマグマが地表に噴
出したことによる地殻変動の時間変化（図１）をとらえました。観測で得られた地殻変動のデータは、地震・火山噴火の基
礎研究に利用されるとともに、政府機関にも報告されます。
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写真１ 地殻変動連続観測用トンネルの内部（宮崎観測所）

図１ 鹿児島県吉松町伊佐における地殻変動連続観測で
捉えられた2011年霧島山・新燃岳噴火前後の大地
の伸び縮みの時間変化
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九州南部におけるGNSS観測点分布と観測
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2018年5月からの1年間の水平地殻変動
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を表す。 図４ 日向灘で発生したM7級のプレート境界地震 図５ 2019年5月10日M6.3の地震による地殻変動
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海底観測機器（写真3）を用いた海底直上観測による研究を行っています。近年、海底直上観測によって、スロー地震の1つ
浅部低周波微動が日向灘で観測され（図３）、プレート境界浅部のスロー地震活動の詳細が明らかになりつつあります。ス
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伴う津波の発生にも関係があると考えられています。日向灘はスロー地震活動が活発な地域の1つであり、宮崎観測所は日
向灘のスロー地震研究を行う上での拠点としても機能しています。

　日向灘は地震活動が活発な地域として知られており、地震活動の特徴から大きく分けると日向灘南部（宮崎市沖）と北部（延岡
市沖）に分けられます（図4）。南部には、30～35年間隔でM7級のプレート境界地震が繰り返している領域があります。2019年
5月10日には、1996年の地震以来最大のM6.3のプレート境界地震（最大震度5弱）が宮崎観測所の沖合約50kmの場所で発
生し、最大で約1cmの地殻変動が観測されました（図5）。この地震は、M7級地震の震源域の一部を破壊したと考えられますが、
まだ大部分のエネルギーは蓄えられたままであり、近い将来M7級のプレート境界地震が同じ場所で発生するとみています。
　また、北部にはこの100年では日向灘で最大規模の1968年日向灘地震（M7.5）の震源域があります。繰り返しの履歴は不明
ですが、すでに50年以上が経過しており、いずれ同程度の地震が再び起こると考えられています。

2013年に観測された日向灘浅部低周波微動の震央分布
（Yamashita et al., 2015 Scienceを一部改変）。丸が震央で、
色は発生時間を示しています。紫色の四角は海底観測点を示し
ています。スロー地震は、通常の地震活動が見られる領域より、
さらに海溝軸側で活動していることが明らかになりました。
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正確に知ることができるシステムの総称で、アメリカのGPSやロシアの
GLONASS、日本の準天頂衛星システムなどが代表例です。宮崎観測所で
は、日向灘沿岸を中心とした地域に、カーナビなどに使われているものに比べて
高性能な受信機を備えたGNSS観測点を設置して、数mmの精度で地
殻変動を観測しています（写真２）。
　このような独自の観測点と既存観測
点のデータを統合処理して得られた
地殻変動観測データを用いて、日向灘
で発生する海溝型地震やスロー地震、
九州南部のひずみ集中帯と内陸地震に
関する研究を行っています（図２）。

　横穴式地殻変動連続観測とは、気象条件の影響を受けにくいトンネルの内部（写真１）に設置した計測器を用いて地面の
伸び縮みを高い分解能で測ることです。1960年代には、この観測によって地震発生直前の地面の伸び縮みをとらえて地震
を予知することができると期待されていました。近年の研究により、現状ではこうした方法による地震予知は不可能であると
考えられるようになりましたが、地殻変動連続観測の分解能は現在でも他の観測より高いため、地震・火山噴火などの際に
は重要なデータをもたらします。2011年1月や2018年3月に霧島山・新燃岳が噴火した際には、地下のマグマが地表に噴
出したことによる地殻変動の時間変化（図１）をとらえました。観測で得られた地殻変動のデータは、地震・火山噴火の基
礎研究に利用されるとともに、政府機関にも報告されます。

131˚E 132˚E 133˚E

N˚23

0 50
km

1968震源域
1970年 M6.7

1941年 M7.2

1996年10月 M6.9
1931年 M7.1

1996年12月
M6.7 1961年 M7.0

1996震源域

※震源要素は気象庁地震カタログによる※震源要素は気象庁地震カタログによる

1968年日向灘地震
M7.5

32˚

33˚  

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

    

 

 

   

 

 

 
 

 
  

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

  
 

 

  

  

  

 

 
 

 

 
 

 

 

 
  

 

 
 

 

 
 

 

  
  

 

 
 

 

 

 
 

 
   

 

 

  

 

 

 

 

    

  

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
  

水平変位
10mm

132°E131°E

32°N

10mm

2019/5/10
M6.3

水平変位

宮崎観測所

日向灘の地震活動の特徴Topic



 130° E  131° E  132° E

31° N  

32° N  

0 20    40 km20

M

A

S

⇧

フィリピン
海スラブ
傾斜方向

臨時点
定常点

桜島

新燃岳

沿 革

●1974年（昭和49年）

●1976年（昭和51年）

●1990年（平成2年）

京都大学防災研究所に
「宮崎地殻変動観測所」として設置される

観測坑道を用いた地殻変動・地震観測を開始
後に九州東・南部地域に観測網を拡大する

防災研究所に
「地震予知研究センター」が設置されたのに伴い、
同センターの「宮崎観測所」となる

宮崎観測所で管理する主な観測点

宮崎観測所は、京都大学の遠隔地施設のひとつです。
地震が頻繁に発生する日向灘や多数の火山が分布する南九州でのさまざまな観測を通じて、

地震や地殻変動に関する研究を推進するとともに、京都大学の学部・大学院教育にも参画しています。

〒889-2161 宮崎県宮崎市加江田3884
TEL ： 0985-65-1161　 FAX ： 0985-55-4005
E-MAIL ： myzobs@rcep.dpri.kyoto-u.ac.jp
WEB ： https://u.kyoto-u.jp/myzobs
ACCESS ： JR日南線『運動公園前』駅から徒歩約30分、
　　　　もしくは『曽山寺』駅から徒歩約25分
　　　　宮崎空港から車で約20分
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図７図６ 南九州地域の地震観測点とリニアアレイ
（MA：宮崎－阿久根測線、MS：宮崎－桜
島測線）

宮崎－阿久根側線（MA）におけるレシーバ関数イメージ
白丸：低周波地震、黒丸：通常の地震。CM：島弧の大陸モホ面、
OM：フィリピン海プレート内の海洋モホ面。

　日向灘から南九州下に沈み込んでいるフィリピン海プレートの形状や南九州下の地震波速度構造を推定し、日向
灘で発生する地震の発生過程や霧島火山・桜島火山の噴火プロセスの解明に寄与するため、宮崎－阿久根測線と
宮崎－桜島測線でのリニアアレイ観測を2010年から2018年まで行いました（図６）。レシーバ関数（RF）解析の暫
定的な結果（図７）から、島弧の大陸モホ面（CM）とフィリピン海プレート内の海洋モホ面（OM）の形状を読み取るこ
とができます。また、霧島火山の下の低周波地震（白丸）の発生域は濃い青のイメージであり、低速度層であることか
ら、火山活動に関係する流体が存在していると考えられます。

アウトリーチ活動（京大ウィークス）５
　宮崎観測所では、京都大学の隔地施設公開イベントである「京大ウィークス」に参加しており、毎年10月～11月
頃に公開講座と施設の一般公開を実施しています。また、京大ウィークス開催時以外にも、地域の自主防災組織の
研修などの一環で施設見学や講演などの希望があれば可能な範囲で対応しています。
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桜島

※大隅・伊佐の地震計は火山活動研究センターの所有・管理

2019年4月現在

写真４ 2018年京大ウィークス時の様子。ミニ講演、坑道・施設内見学、実験等を実施しました。
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